
豊臣秀頼自筆書駿

京都文科大畢所藏

この書は徳潤家塵から鷹を贈られれに勤する

謝帖で、何年のものこも定め蕪いが、練餌風

ぶり推ぜロ、秀頼の晩年、星占襟城の智見に

殿（秀頼）に蘇之外成人にて候、大慶に思召侠

建申こながら、家康の無き手が、刻一曲、三鵬

隔週を加へて、大阪の回取後に■近づ為・つ、あっ占卜

頃のものであらう。さ・しもに甑魏を極め六豊

國の榊事も昔の夢、こ浩え六大阪落城の輩年）

元和二年）時の城主将家忠明は市民の豊臣家

溢慕の情を移さんが爲め、家康が生前に遊ん

だ織田宥樂齋の川崎の別塁に叢叢宮の砒殿を

構へれから、幕府もこれを喜んで此一書を別

五九畠院に寄也れこごは同舟什物の箱書で窺

ばれる。此寺は江戸の盛時に鯖瀬の美を極め

、寺號も後に建國券ご改めて久畠出洋品しれ

が、今は寺も束照営も跡絶えて、豊國淋薩の

蒋肌ご怠り、早く右舷した留書は此程大阪市

湿田氏の好意で、我京都丈科大薮に超し六〇

此書に臨んe、豊徳爾家の盛衰や、忠明の苦

心、さ矢は幕慮の意瞭ありげな寄進なごを悪

ひ鵜けべるピ戚心概が深傷O〔三ミ〕
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